別紙２③　職能団体向け
[bookmark: _Hlk176514329]リハビリ専門職等職能団体の地域リハビリテーション活動支援事業等に関する
アンケート

厚生労働省の「地域リハビリテーション推進のための指針」が令和３年５月17日に改定され、都道府県は都道府県医師会等と連携し、地域の実情に応じた地域リハビリテーション支援体制を体系的に構築すること等が盛り込まれました。岐阜県では、地域リハビリテーション支援体制検討のための実態把握が必要と考え、県内病院等の地域リハビリテーション活動支援事業等（※）の取組に関わっている専門職の状況、取組の実例、今後必要となる体制整備などを把握し、今後の施策に活かしていきたいと考えています。
つきましては、お忙しいところ恐縮ですが、ご担当者様が把握している範囲で構いませんので、ご回答をお願いします。

※　地域リハビリテーション活動支援事業等
一般介護予防事業における地域リハビリテーション活動支援事業及び一般介護予防事業以外で実施している地域リハビリテーション活動

【用語の説明】
　〇地域リハビリテーションとは、
　　　障害のある子供や成人・高齢者とその家族が、住み慣れたところで、一生安全に、その人らしくいきいきとした生活ができるよう、保健・医療・福祉・介護及び地域住民を含め生活にかかわるあらゆる人々や機関・組織がリハビリテーションの立場から協力し合って行う活動のすべてを言う。
　（一般社団法人　日本リハビリテーション病院・施設協議会　平成3年作成、平成13年改訂の地域リハビリテーションの定義）

〇地域リハビリテーション活動支援事業とは、
市町村が実施する地域支援事業の中の「一般介護予防事業」の1つであり、地域における介護予防を機能強化するために、通所、訪問、地域ケア会議、サービス担当者会議、住民主体の通いの場等へのリハビリテーション専門職等の関与を促進することをいう。

問１－１　基本情報について、お答え下さい。
	団体名
	

	ご担当者名
	

	連絡先電話番号
	

	メールアドレス
	


問１－２　団体の会員数と会員の所属機関種類別の人数について、把握している範囲で、お答え下さい。

総会員数　計（　　　）名
□病院（急性期）（　　　）名
□病院（回復期）（　　　）名
□病院（その他）（　　　）名
□診療所　　　　（　　　）名
□通所リハ　　　（　　　）名
□通所介護　　　（　　　）名
□訪問リハ　　　（　　　）名
□訪問看護　　　（　　　）名
□老人保健施設　（　　　）名
□行政　　　　　（　　　）名
□専門職養成校　（　　　）名
□その他（　　　　　　　　　　）（　　　）名
□不明　　　　　（　　　）名

問１－３　会員の所属機関の所在市区町村別の人数について、把握している範囲で、お答え下さい。
	□岐阜市
	名
	□大垣市
	名
	□高山市
	名

	□多治見市
	名
	□関市
	名
	□中津川市
	名

	□美濃市
	名
	□瑞浪市
	名
	□羽島市
	名

	□恵那市
	名
	□美濃加茂市
	名
	□土岐市
	名

	□各務原市
	名
	□可児市
	名
	□山県市
	名

	□瑞穂市
	名
	□飛騨市
	名
	□本巣市
	名

	□郡上市
	名
	□下呂市
	名
	□海津市
	名

	□岐南町
	名
	□笠松町
	名
	□養老町
	名

	□垂井町
	名
	□関ケ原町
	名
	□神戸町
	名

	□輪之内町
	名
	□安八町
	名
	□揖斐川町
	名

	□大野町
	名
	□池田町
	名
	□北方町
	名

	□坂祝町
	名
	□富加町
	名
	□川辺町
	名

	□七宗町
	名
	□八百津町
	名
	□白川町
	名

	□東白川村
	名
	□御嵩町
	名
	□白川村
	名




問２－１　団体の会員が各職能団体の業務として、地域リハビリテーション活動支援事業等に参加していますか。

□参加している
□参加したことがない
□今後、参加予定（　　年　　月から）
□以前参加していたが現在は休止中（　年　月まで）

問２－２　貴職能団体では、団体として、地域リハビリテーション活動支援事業等に参加する上で、規程を作成していますか。

□作成している　→※一部提供をお願いします。
□作成していない
□今後、作成予定（　　年　　月ごろ）

問２－３　団体のリハビリ専門職等が関わっている取組について、どのような業務に何人が何回関わっているか、また１回当たりの所要時間について、お答え下さい。
（複数回答可）
※令和６年度１年間の人数と実施回数、１回当たりの所要時間（移動時間を含まない、事業自体の時間）をお答え下さい。

□地域ケア会議　　　　　　　　　　　具体的な内容〔　　　　　　　　　　　　　　　〕
〔　〕人〔　〕回〔　〕時間
□住民主体の通いの場　　　　　　　　具体的な内容〔　　　　　　　　　　　　　　　〕
〔　〕人〔　〕回〔　〕時間
□各種出前講座　　　　　　　　　　　具体的な内容〔　　　　　　　　　　　　　　　〕
〔　〕人〔　〕回〔　〕時間
□スタッフ研修　　　　　　　　　　　具体的な内容〔　　　　　　　　　　　　　　　〕
〔　〕人〔　〕回〔　〕時間
□ボランティア育成　　　　　　　　　具体的な内容〔　　　　　　　　　　　　　　　〕
〔　〕人〔　〕回〔　〕時間
□生活支援体制整備事業　　　　　　　具体的な内容〔　　　　　　　　　　　　　　　〕
〔　〕人〔　〕回〔　〕時間
□通所介護事業所への訪問指導　　　　具体的な内容〔　　　　　　　　　　　　　　　〕
〔　〕人〔　〕回〔　〕時間
□訪問介護事業所担当者との同行訪問　具体的な内容〔　　　　　　　　　　　　　　　〕
〔　〕人〔　〕回〔　〕時間
□その他　〔　　　　　　　　　　　〕具体的な内容〔　　　　　　　　　　　　　　　〕
〔　〕人〔　〕回〔　〕時間

問３　貴職能団体の会員を地域に派遣するにあたり、条件やルール設定に必要な課題や行政に求めることについて、お答え下さい。（複数回答可）

□人材確保
□人材研修などの充実
□費用確保
□所属機関の理解
□行政からの認証付与
□地域貢献などの社会的評価の向上
□宣伝効果、知名度の向上
□派遣依頼システムの整備
□その他（　　　　　　　　）

問４－１　県では、当アンケートに先立ち、県内市町村を対象に地域リハビリテーション活動支援事業等に関するアンケート調査を実施しました。市町村がリハビリ専門職等と連携して行う取組の課題についての設問に対しては、「➀専門職人材の量的な不足」「②職能団体等との連携」などが挙げられました。
　　地域において専門職と連携して実施されている取組について実例をお答えください。
※例：○○市と連携して、通いの場で体操プログラムを実践した。

〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

問４－２　また、今後、市町村と連携してできることを、お答えください。

〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

アンケートは以上です。
回答結果を県内市町村、医療機関・施設等に提供する場合がありますが、調査への回答をもって、提供についてご同意いただいたものとさせていただきます。
担当から、必要に応じて詳細について問い合わせさせていただく場合がありますので、対応をお願いします。
ご協力ありがとうございました。
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